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山
口
議
員
の
一
般
質
問

❶　

村
民
の
貴
重
な
財
産
管
理
、

宿
日
直
職
員
の
安
全
確
保
は

充
分
か
。

Ｑ
　
本
庁
舎
の
防
犯
対
策
に
つ
い

て
、
村
の
管
理
意
識
と
管
理

体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ　
夜
間
は
宿
直
２
名
、
休
日
の

日
中
は
、
日
直
２
名
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
１
名

は
防
災
行
政
無
線
の
通
信
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
　

24
時
間
職
員
が
い
る
こ
と
で
、

安
全
性
・
利
便
性
は
保
た
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ　

宿
日
直
の
賃
金
・
勤
務
形
態

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ　
条
例
に
よ
り
１
回
の
手
当
は
、

４
，
２
０
０
円
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

文
書
の
収
受
、
電
話
の
対
応
、

緊
急
時
の
防
災
無
線
の
対
応

や
、
庁
舎
内
の
防
火
、
防
犯

が
主
な
業
務
で
す
。

　
　

宿
直
は
、
退
庁
時
刻
の
17
時

15
分
か
ら
翌
朝
８
時
30
分
ま

で
、
日
直
は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。

Ｑ　

本
庁
舎
の
防
犯
対
策
と
し
て
、

防
犯
管
理
会
社
へ
の
業
務
委

託
の
考
え
が
な
い
か
。

Ａ　

か
つ
て
検
討
し
ま
し
た
が
、

経
費
が
非
常
に
か
か
る
た
め

断
念
し
、
職
員
の
宿
日
直
に

頼
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

宿
日
直
の
勤
務
状
況
と
、
年

間
経
費
は
い
く
ら
か
。

Ａ　
宿
直
は
月
に
１
回
、
日
直
に

つ
い
て
は
３
ヶ
月
に
２
回
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

年
間
経
費
は
、
約
４
０
８
万

円
で
す
。

Ｑ　

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
宿
日
直
４
．
２
０

０
円
の
手
当
と
、
長
時
間
の

津
波
避
難
施
設
（
城
之
内
地
先
・
竜
宮
台
地
先
）
の
工
事
請
負
契
約

の
締
結
・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
八
積
駅
前
駐
輪
場
西
側
屋
根
追
加

工
事
・
旧
長
生
高
等
技
術
専
門
校
老
朽
施
設
等
解
体
工
事
）

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
が
採
択
さ
れ
、
関
係
大
臣
に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
が
９
月

会
議
（
９
月
17
日
～
19
日
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

拘
束
を
強
い
る
勤
務
状
況
（
日

直
８
時
間
45
分
・
宿
直
16
時

間
）
は
妥
当
な
の
か
。

Ａ　
通
常
の
勤
務
で
な
く
、宿
直
・

日
直
と
し
て
、
国
の
基
準
に

合
わ
せ
て
設
定
し
た
額
で
す
。

Ｑ　

通
常
の
業
務
を
終
了
後
、宿

直
を
担
当
し
た
職
員
の
翌
日
の

勤
務
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
宿
直
業
務
の
後
は
、
そ
の

ま
ま
通
常
業
務
に
就
き
ま
す
。

（
＊
拘
束
32
時
間
45
分
に
な
り

ま
す
。）

Ｑ　

職
員
の
健
康
管
理
を
含
め
た

就
労
体
制
の
見
直
し
と
し
て
、

宿
直
だ
け
で
も
外
部
委
託
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
防
犯
面
か
ら
も
、
警
備
保
障

等
の
外
部
委
託
は
検
討
の
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
　

庁
舎
の
安
全
、
職
員
の
健
康

管
理
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

＊
一
宮
町
で
は
警
備
保
障
会
社
と

２
０
１
４
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
１
７
年
３
月
31
日
ま
で

の
３
年
契
約
で
、
宿
直
業
務
の

委
託
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
委
託
料
も
宿
日
直
の
年
間
経
費

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

❷　
報
告
義
務
は
抜
か
り
な
く

Ｑ　

公
用
車
等
の
事
故
処
理
に
関

す
る
扱
い
に
つ
い
て
は
、
村

長
の
先
決
処
分
事
項
で
あ
る

は
ず
が
、
近
年
議
会
へ
の
報

告
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
用

車
で
の
事
故
を
含
ん
だ
和
解

の
処
理
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　
和
解
の
目
的
価
格
が
１
０
０

万
円
以
下
に
つ
い
て
は
、
村

長
の
先
決
処
分
で
あ
り
、
議

会
へ
の
報
告
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
24
年
３
月

会
議
以
降
、
議
会
に
報
告
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
誠
に

申
し
訳
な
く
、
今
後
は
報
告

す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

Ｑ　

議
会
へ
の
報
告
を
怠
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
考
え
ら
れ

る
要
因
は
何
か
。

Ａ　
公
務
相
談
事
例
と
い
う
の
が

有
り
、
そ
の
中
の
文
面
解
釈

を
誤
っ
た
た
め
で
す
。

Ｑ　

報
告
さ
れ
な
い
公
用
車
で
の

事
故
を
含
む
和
解
の
内
容
と
、

結
果
（
損
害
賠
償
額
）
は
。

Ａ　
（
別
表
１
）
参
照

Ｑ　

事
故
防
止
対
策
は
、
こ
れ
ま

で
も
検
討
さ
れ
た
と
思
う
が
。
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Ａ　
道
路
な
ど
の
施
設
管
理
等
や
、

職
員
へ
の
交
通
安
全
の
意
識

向
上
に
つ
い
て
、
今
ま
で
以

上
に
徹
底
す
る
よ
う
支
持
を

出
し
て
い
ま
す
。

策
は
取
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、

防
犯
メ
ー
ル
の
発
信
拡
大
に

よ
り
情
報
の
共
有
化
を
図
る

考
え
が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　
こ
の
事
象
に
つ
い
て
は
連
絡

を
受
け
、
警
察
へ
の
通
報
、
防

災
無
線
で
の
広
報
及
び
メ
ー

ル
配
信
な
ら
び
に
学
級
連
絡

網
に
よ
り
注
意
を
促
し
、
ま

た
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
も
行
い
ま
し
た
。

　
　

各
学
校
で
実
施
し
て
い
る

メ
ー
ル
発
信
は
、
連
絡
メ
ー

ル
で
あ
り
学
校
の
行
事
、
登

下
校
時
に
、
防
犯
上
の
情
報

等
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
も
保
護
者
等
の
全
て
の

方
々
に
登
録
し
て
も
ら
う
よ

う
学
校
側
と
協
議
し
ま
す
。

Ｑ　

メ
ー
ル
発
信
拡
大
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
方
々
に
登
録

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
学
校

側
と
協
議
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
す
べ
て
の
方
々
と
は
。

Ａ　
登
録
件
数
は
、
小
学
校
で
は

97
％
、
中
学
校
で
は
76
％
の

保
護
者
の
方
に
登
録
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
保
護

者
、
家
族
を
含
め
た
方
に
登

録
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

今
回
の
事
象
に
関
し
て
は
、

関
係
機
関
や
関
係
団
体
等
と

防
犯
対
策
等
の
協
議
を
実
施

さ
れ
て
き
た
の
か
。

Ａ　
学
校
と
は
、
情
報
の
整
理
や

調
整
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
個
人
情
報
と
の
繋
が

り
が
危
惧
さ
れ
、
特
定
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
今
後
、

慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
の
「
い
の
ち
」

を
守
る
防
犯
対
策
と
し
て
教

育
長
の
考
え
は
。

　
　

昨
年
、
教
育
委
員
会
の
主
導

の
も
と
、「
長
生
中
学
校
生
徒

指
導
推
進
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
　

交
通
安
全
対
策
協
会
の
会
長
、

顧
問
弁
護
士
、
青
少
年
相
談

（表１）
公用車及び役場管理施設（道路含む）の事故による損害賠償額

2011年 2012年 2013年 2014年（9月現在）

公 用 車 4件（2件報告済） ０件 ３件 ０件

管 理 施 設 ０件 ０件 ３件 １件

損害賠償額 290,947円 ０円 555,479円 136,339円

（プライバシー保護のため、事故件数と損害賠償総額のみを記載しています。損害賠償
額は保険で支払われていますが、保険料は税金で賄われています）

議会定例会９月会議議案審議内容
案　件 審　　議　　内　　容

同意第３号 「固定資産評価審査委員会委員」選任の同意を求める

同意第４号 「教育委員会委員」任命の同意を求める

議案第21号 長生村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を条例で定める

議案第22号 子ども子育て新制度における児童福祉法の改正により、放課後
児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を条例で定める

議案第23号 子ども子育て新制度における児童福祉法の改正により、家庭
的保育事業等の設備及び運営に関する基準を条例で定める

議案第24号 工事請負契約「津波避難施設（城之内地区築山公園）」の締結

議案第25号 工事請負契約「津波避難施設（竜宮台地区築山公園）」の締結

議案第26号 工事請負契約「管渠建設工事（新地地先）」の締結

議案第27号 2014年度一般会計補正予算（旧長生高等技術専門校体育館解
体工事・番号制度関連整備事業など）

議案第28号
2014年度国民健康保険特別会計補正予算（人事異動に伴う人
件費の減額、特定保健指導委託料及び2013年度の交付金、補
助金の清算により返還が生じたため）

議案第29号 2014年度公共下水道事業特別会計補正予算（人事異動に伴う
人件費を増額するため）

議案第30号
2014年度介護保険特別会計補正予算（人事異動に伴う人件費
の減額及び2013年度の負担金、交付金の清算により返還が生
じたため）

議案第31号 2014年度後期高齢者医療特別会計補正予算（転居に伴い人件
費を増額するため）

発議案第10号 集団的自衛権の行使容認に反対する意見書の提出について

員
、
育
成
会
、
民
生
委
員
、
各

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
に

よ
る
構
成
メ
ン
バ
ー
で
、
今

回
の
事
象
も
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　
　

教
育
行
政
の
責
任
者
と
し
て
、

現
在
１
０
８
７
名
の
児
童
の

「
い
の
ち
」
を
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

❸
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
と

情
報
の
共
有
化
は
地
域
社
会

全
体
で

Ｑ　

村
内
で
も
誘
拐
未
遂
と
思
わ

れ
る
事
象
が
発
生
し
た
が
、
対
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議会定例会９月会議議案審議結果
氏　名 同意第3号 同意第4号 議案第21号 議案第22号 議案第23号 議案第24号 議案第25号 議案第26号 議案第27号 議案第28号 議案第29号 議案第30号 議案第31号 発議案第10号

立川　智浩 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
鈴木　　博 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
井下田政美 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 反 対
石川　吉一 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
増子　勇男 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
千葉　一雅 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
矢部　眞男 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 反 対
門口　　昭 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
小倉　利一 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 反 対
阿井　市郎 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 反 対
山口　裕之 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
片岡　啓治 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 反 対
鈴木　征男 同 意 同 意 反 対 賛 成 反 対 賛 成 賛 成 賛 成 反 対 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
関　　克也 同 意 同 意 反 対 賛 成 反 対 賛 成 賛 成 賛 成 反 対 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
中村　秀美 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 反 対

国民健康保険税の徴収率・不能欠損調べ
（単位円）

2009年度 調定額 収入額 徴収率 不能欠損額 繰越額

現　年　分 530,889,400 470,918,611 89,70％ ０ 59,970,789

滞納繰越分 227,842,419 27,353,281 15,48％ 7,556,150 192,932,988

計 758,731,819 498,271,892 68,79％ 7,556,150 252,903,777

2010年度 調定額 収入額 徴収率 不能欠損額 繰越額

現　年　分 490,882,100 438,138,808 89,26％ 62,500 52,680,792

滞納繰越分 251,952,577 28,269,238 11,22％ 8,314,372 215,368,967

計 742,834,677 466,408,046 62,79％ 8,376,872 268,049,759

2011年度 調定額 収入額 徴収率 不能欠損額 繰越額

現　年　分 467,685,000 422,238,795 90,28％ 67,400 45,378,805

滞納繰越分 266,929,359 29,338,502 10,99％ 3,349,203 234,241,654

計 734,614,359 451,577,297 61,47％ 3,416,603 279,620,459

2012年度 調定額 収入額 徴収率 不能欠損額 繰越額

現　年　分 476,457,200 429,974,286 90,24％ ０ 46,482,914

滞納繰越分 279,255,459 34,093,343 12,21％ 10,136,606 235,025,510

計 755,712,659 464,067,629 61,41％ 10,136,606 281，508424

2013年度 調定額 収入額 徴収率 不能欠損額 繰越額

現　年　分 469,631,800 428,072,924 91,15％ 239,100 41,319,776

滞納繰越分 280,663,800 30,182,281 10,75％ 17,328,708 233,152,085

計 750,294,874 458,255,205 61,08％ 17,567,808 274,471,861

　経済不況による個人の税金を負担する力が弱くなり、不能欠損額が大幅に増加しています。職員も滞納整理に努
めてきたことから、徴収率は向上してきています。

用語解説
　調　定　額…歳入の内容を調査し、決定されたその年度に予定される収入金額
　不能欠損額…収入未済額のうち、将来にわたり納入される見込みのないもの。
　収入未済額…出納閉鎖日の５月末日までに収納されなかった金額
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９
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20
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記

　

あ
る
日
の
出
来
事
で
し
た
。

　

駅
前
で
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

に
反
対
す
る
集
会
が
開
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
「
在
日
特
権
を
許

さ
な
い
市
民
の
会
」
と
い
う
団

体
が
、
特
定
の
民
族
に
対
す
る

人
種
差
別
の
言
動
だ
け
で
な

く
、
差
別
を
煽
動
す
る
な
ど
の

行
為
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

彼
ら
に
は
彼
ら
な
り
の
「
正

義
」
な
の
だ
ろ
う
が
、
い
つ
か

ら
日
本
人
は
、
特
定
の
民
族
を

差
別
す
る
人
種
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
も
見
て
い
る
公

共
の
面
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

誹
謗
・
中
傷
は
ま
さ
に
「
い
じ

め
」
と
し
か
言
い
よ
う
の
な

い
、
見
る
に
耐
え
な
い
光
景
で

し
た
。�

Ｋ
・
Ｙ

＊
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
（
人
種
、

宗
教
、
性
的
志
向
、
性
別
な
ど
の

要
素
に
対
す
る
憎
悪
（
ヘ
イ
ト
）

を
表
す
表
現
行
為
）

※
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。 築山工事が始まった竜宮台地先

　
議
会
定
例
会
12
月
会
議
が
、

12
月
9
日
か
ら
開
会
し
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
て�

�

み
ま
せ
ん
か
。

津
波
避
難
訓
練
10
月
18
日

　

議
会
は
、
災
害
時
議
員
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
て
行
動
し
ま
す
。

議
員
派
遣　

11
月
10
日

　

茨
城
県
常
陸
太
田
市（
少
子
化
・

人
口
減
少
対
策
・
議
会
活
性
化
）

議
員
派
遣　

11
月
11
日

　

茨
城
県
東
茨
城
郡
大
洗
町
（
議

会
改
革
）
に
つ
い
て
の
研
修

２
０
１
３
年
度
決
算
審
査
特
別
委

員
会　

11
月
5
日
～
7
日
（
傍
聴

で
き
ま
す
）

　

２
０
０
８
年
９
月
に
館
山
市

立
中
学
校
で
、
男
子
生
徒
が
自

殺
し
た
背
景
に
、
い
じ
め
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
問
題
で
、
金
丸

謙
一
館
山
市
長
は
９
月
12
日
、

第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
、
再

調
査
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

　

父
親
は
、
息
子
が
受
け
た
い

じ
め
の
調
査
と
経
過
を
検
証
す

る
た
め
、
市
長
あ
て

に
第
三
者
委
員
会
の

設
置
を
求
め
て
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
い
じ

め
問
題
で
、
生
徒
の

自
殺
後
に
赴
任
し
た

校
長
が
、
い
じ
め
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
廃
棄
が
明
ら
か
に

な
り
、
以
前
に
求
め

た
再
調
査
で
も
「
い

じ
め
と
自
殺
と
の
因

果
関
係
は
判
断
で
き

な
い
」
な
ど
と
答
え

て
い
た
。

　

事
件
か
ら
６
年
が

経
過
し
、
当
時
の
生
徒
の
記
憶

が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
な
ど
、
真
相
解
明
に
困

難
も
予
想
さ
れ
る
が
「
第
三
者

委
員
会
」
は
、
事
実
関
係
を
明

ら
か
に
し
、
再
発
防
止
策
に
顕

著
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

「
第
三
者
委
員
会
」

設
置
を
七
回
忌
で
報
告

今
後
の
議
会
活
動
予
定

住
民
の
期
待
と�

�
不
満
が
交
差
す
る

　

津
波
避
難
施
設
工
事
が
着
工
し

た
。
海
岸
線
沿
い
に
居
住
す
る
住

民
は
、
避
難
施
設
建
設
に
喜
ぶ
一

方
、
村
が
発
表
し
た
３
施
設
の
違

い
に
不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
。

　

集
会
所
を
併
設
し
た
避
難
タ

ワ
ー
形
式
と
、気
象
条
件（
雨
・
風
・

寒
さ
）
等
に
左
右
さ
れ
る
築
山
と

で
は
、
避
難
環
境
に
開
き
が
あ
る

と
い
う
も
の
だ
。

　

築
山
に
も
雨
・
風
等
が
し
の
げ

る
環
境
の
追
加
工
事
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

焼香に立つ親族（プライバシー保護のためモノクロで掲載しています）

言われなき差別に抗議


